
と　き　５～７月の毎週金曜日（全10回）【第1回　5月13日】10：30 ～ 12：00
ところ　Ｂ＆Ｇ海洋センター・トレーニングルーム
対　象　伯耆町の住民で20歳以上の方。高血圧、心疾患等の方は、必ず医師にご相談のうえ申込みください。
定　員　20名　　受講料　5,000円　※初回教室時に集金します。　　申込期限　4月28日（木）

スマイルフィットネス教室 受講生募集
生活習慣病予防や運動不足解消を目的に、エアロビクス・ストレッチ等を行う運動教室を下記のとおり開催します。

問い合わせ先  教育委員会事務局　人権政策室　TEL 0859-62-0713

と　き	 ４月15日（金）19：00 ～ 20：30
ところ	 伯耆町文化センター　
内　容	 開講式、講義・ワークショップ
講　師	 其山　守美 さん（伯耆町教育委員会事務局 人権教育推進員）

～伯耆町人権意識調査の結果から考える～
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～セミナーのDVDを町内の各図書館や公民館、文化センター、教育委員会で貸し出しています～
①「コロナの現状とこれから」（48分番組）鳥大医学部附属病院　千酌　浩樹 氏
②「ハラスメントと人権」（48分番組）鳥取県人権文化センター　岡　研司 氏
③「高齢社会における男女共同参画」（37分番組）よりん彩　大田　雅子 氏
④「高齢期の楽しい過ごし方」（48分番組）西部県民福祉局　中川　正純 氏

　日本はかつて、殺生を忌む仏教の影響で、奈良時代から1000年以上、肉食が禁
じられていました。
　牛肉を食べるようになったのは、明治初期。文明開化とともに西洋の食肉文化が
大流行しました。牛肉需要が高まるのと同時に、明治政府は、日本の小柄な牛を大
型化させようと、全国各地で地域牛と大型の外国種との交配（品種改良）を勧めまし
た。
　ところが、結果は失敗。気性が荒く、働かず、病気が多く、肉質も良くないという散々
なもので、和牛生産農家の経営は悪化し、鳥取県内でも飼育頭数が急減したといい
ます。
　そこで、鳥取県は、大正8年に県内で育成する和牛の改良目標として「因伯種標準
体型」を制定。さらに翌9年、日本で初めて一頭一頭の牛を血統に基づき詳細に登
録する「和牛登録事業（和牛の戸籍管理）」を始めました。
　積年の努力が実を結び、その後、生産効率の高い早熟・早肥・大型という特長を
高めた数々の種雄牛が生み出されました。特に、「気高号」は第1回和牛能力共進会
（1966年）で一等賞に輝きました。生涯で9,000頭以上の子孫を残し、鳥取県でも、
白鳳85の3、百合白清2がその優れた血統を受け継ぎ活躍しています。

前回大会で「肉質日本一」の称号を獲得した鳥取和牛。
この肉質の高さは、生産農家たちによって「血統」が守られ、改良されてきた歴史があるからなのです。
今回は、その歴史についてご紹介します。

気高号気高号

栄冠目指して栄冠目指して
～全共まで あとモ～195日～

和牛農家さん
応援コラム

第12回大会マスコットキャラクター
かごうしママ
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問い合わせ先  ほうきスマイリースポーツクラブ【総合スポーツ公園内】　TEL 0859-68-3775
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